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立川市公共施設再編計画の策定について 
 

本市では、今後の人口減少、少子高齢化といった人口構造の変化や厳しい財政状況

が見込まれる中で、公共施設老朽化問題に取り組むために、公共施設の再編の検討を

進めております。 

市はこの度、今後、公共施設再編を進める考え方と方針を取りまとめた「立川市公

共施設再編計画」を策定しました。 

計画は、公共施設再編ワークショップや、説明会、アンケート等市民意見を取り入

れた計画となっており、再編を検討する範囲（圏域）や、地域の核となる施設につい

ての考え方等を取りまとめております。 

また、計画の概要版では、イラストを多く用いているほか、全国で初めて、計画の

内容を解説する動画と QR コードを連動させるなど、広く市民向けの周知を図った構

成としております。 

つきましては計画の内容について、貴報道機関におきまして記事等で掲載のご協力

をお願い申し上げます。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

※上記は計画の一部を取りまとめたものであり、詳細は計画本編や、別添の概要版をご覧ください。 

 

【問い合わせ】  

立川市 総合政策部 行政経営課 浅見  

電話 042-523-2111（内線 2160） 

再編の「基本的考え方」（施設再編を検討する際の根幹の考え方） 

１ 限られた資源をいかし、一部の人・地域の利用に偏らない再編  

２ 地域に根差した機能は、同じ徒歩・自転車圏（中学校圏域）内の施設に再編  

３ 施設規模の大きい学校等が地域の核（コア）となるように再編  

４ 施設の使い方を見直し、効率的な施設へ再編   等 

再編の「方針」（具体施設の再編を検討する際の着目点） 

分野別大方針：機能（施設の使い方）の将来面積見込み、近隣施設の配置等を考慮して検討 

地域別大方針：人口推計、土地・施設面積、施設の老朽化等に着目して検討  

 

立川市公共施設再編計画の説明の概要 


